
 

令和５年度林野庁予算概算要求が提出される(速報) 

林野関係予算は、総額 3,506億円で 117.8 ％の伸び 

 

 

林野庁は８月３１日に、令和５年度予算概算要求を財務省へ提出しましたので、その概要をお伝えします。 

令和５年度林野関係予算は、総額3,506億円（令和４年度予算2.977億円、以下 ( ) は令和４年度当初予算）

で対前年度比 117.8％となっています。うち、公共事業費は 2,3１6 億円(対前年度比 117.4％)、非公共事業費は

1,190億円(対前年度比118.4％)となっています。予算の重点事項のテーマは『カーボンニュートラル実現に向け

た森林･林業･木材産業によるグリーン成長』となっており、令和 4 年度に引き続いたものですが、とくに、再造林

対策の推進やデジタル化などに注力する方針となっています。なお、「防災･減災、国土強靱化のための５か年

加速化対策」と「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」及び食料安全保障の強化に必要な経費については、事項要求

として農林水産省全体で」提出し、「予算編成過程で検討」することになりました。 

種苗関係予算の要求のポイントは次のとおりです。 

 

○ コンテナ苗生産基盤施設等の整備（拡充） 【参考資料１】 

 ・小規模生産者への支援拡大（生産目標要件の緩和、年間５万本⇒１万本） 

 ・普通苗の干害に備え灌水施設の整備支援 

 ・ 施設整備等と併せて実践的知識の習得やＯＪＴ研修行う際の経費を附帯事業費により支援 

 

○優良種苗生産推進対策（組み替え新規） 【参考資料２】 

 ・採種園等の整備（増額） 

 ・苗木生産技術の向上等（増額）・・・新技術等に関する研修の充実 

 ・ 早生樹母樹林の保全・整備（終了） 

 

○花粉発生源対策推進事業（拡充） 【参考資料３】 

 ・花粉の少ない森林への転換促進（増額）・・・指導強化等のための金額増 
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【参考資料１】 

 

【参考資料２】 

 



【参考資料３】 

 

前述の林野一般公共事業費のうち主伐後の再造林等を推進する森林整備事業費は 1,478（1,248）億円で対

前年度比 118.4％となっています。再造林の推進は喫緊の課題となっていることから、予算の獲得を大いに期待

したいと思います。 

 

全苗連・苗組の行事予定 

 

9月 8日 コンテナ苗生産技術等標準化に向けた調査委託事業検討委員会（日林協会館） 

9月 29日～30日 第６回全苗連生産者の集い（宮崎県「宮崎市民文化ホール」） 

11月 10日～11日 北海道・東北地区林業用種苗需給連絡協議会（岩手県） 

11月 17日～18日 近畿地区林業用種苗需給連絡協議会（和歌山県） 

11月 24日～25日 九州地区林業用種苗需給連絡協議会（佐賀県） 

11月(調整中) 中国地区林業用種苗需給調整協議会(岡山県) 

12月 21日～22日 四国地区林業用種苗需給連絡協議会（愛媛県） 

R5年 1月(調整中) 関東地区林業用種苗需給調整協議会(東京都) 

 

 


